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＜連絡事項＞

・インフルエンザ感染者が蔓延している事から拡大防止の為スタッフは自己の身体管理を十分に行い院内に持ち込まない様にして下さい。また、患者様にも手洗いや含嗽等を徹底する様に指導していきましょう。
・感染委員会より　

　嘔吐物・下痢便の処理方法のラミネートがＢユニットのナースステーションの洗面所の

下に入っている為、発生した場合は確認して処理をして下さい。
・1/27（金）医療法の立ち入り検査があります。病棟の環境整備を徹底して下さい。
＜患者様連絡事項＞

・大久保　光男様～本日鹿内眼科受診日が1/25→1/27に変更になった事を主治医に報告しています。また、ゼロカロリーのお菓子の購入については本日施行した採血の結果を確認して栄養と相談し、検討していく予定です。
・川崎　広幸様～昨日、退院前訪問指導を実施しています。1/30（月）14時退院予定となっていましたが、主治医へ昨日の状況を報告したところ退院延期を検討する方向に決まりました。担当スタッフから叔父母へ連絡し、水道工事を行えるか確認してもらっています。
・内城　弘二様～1月26日(木)15時から退院前訪問指導実施予定となっています。訪問時、PSWより訪問看護利用、市民病院の断酒会等の提案してもらう予定となっています。
＜安ヶ平Dr患者様診察情報＞
・坂　貢様～診察中は多弁等なく穏やかに会話されています。本人から骨折部位に貼りた
い為ハップスター2Ｐ処方となる。
・三浦　繁雄様～薬に対し依存的発言多く聞かれ、「便が出にくく硬便となる」や「腰が痛い」等訴える事から本日の就床前薬から排便に対してはセンナリド1T

7日分処方にて以後定期に繋がり腰痛はジクロフェナク2Ｔ今日の夕から2×朝・夕７日分臨時処方。熟睡が上手く取れない事から、不眠時の継続指示エチゾラム（0.5）２T７回分処方となる。
・坂本のり子様～診察中は、妄想様の発言なく穏やかな様子見られています。腰・足等痛いと訴えにて継続でスミルスチック1本処方となる。
・長谷川　陽一様～右の踵部をＤｒに見せ傷があると話した後、「なんでこうなったかわからない」とはなされています。また、物が盗られるような気がしたり物がなくなったと思うと話されています。

＜転入患者様情報＞

・出河　攻様（68歳）男
主病名：統合失調症
身体合併症：なし
担当医：安ヶ平Dr

買い物カード：あり（金額制限なし）
煙草：自己管理で検討中
　洗濯：業者
スタッフ預かり：ライター7本、T字カミソリ
GAF:25

＜経過＞

H27.12.12には医療保護入院より任意入院へ変更。開放病棟に移動となる。

精神状態は安定し過ごされていたが、弟様夫婦との関係性については、自身も良く思って
いない為、「財産を取られた、通帳から勝手に下ろした」との訴えが出てきます。粗暴性は
なく、他者と適度な交流を持つ事も可能です。糖尿病、高血圧があり、服薬調整をおこな
い改善方向みられ、血糖降下剤は中止となる。

身体機能の低下が徐々にあり、特に膝関節の負担があるため、下肢の筋力低下が見られ
、介護保険の更新では介護区分Ⅰ→Ⅱとなる。施設入所を視野に入れ、施設見学等実施す
るが、入院の経過や緊急連絡先となる弟様が、近隣に不在との事から入所困難な状況にあ
る。弟様へ再三の面会依頼行なうも拒否あり、退院が進まない事に焦燥感が増す傾向見ら
れていた。H29.1.7当選した宝くじを換金するため、タクシーで一番町の宝くじ売り場に行
ったとの情報あり、本人に再三確認する事で、認める発言聞かれる。今後の対応説明に
、渋々了承するが、不満募り朝6時前に出て行こうとする行動あり、スタッフ2名で介入
し状況説明行うことで、一旦は落ち着き貴重品・現金をスタッフへ預けることできていた。

1.12の午後の主治医診察で、一方的に弟様のところに帰るとやや興奮気味に話し、主治医
の対応にも強引な態度を示している。

主治医より、一連の不安定さから閉鎖病棟での治療対応（任意→医療保護）の指示がある。
腑薬調整にて、余暇は、自室にて臥床にて過ごすが不機嫌さや金銭に関する訴えなく経過

し夜間の睡眠もとれている事から環境療養変更目的にて10：30西病棟Bユニットから転入

となっている。
